
11 10市報うんなん 市報うんなん

雲南病院だより 雲南病院だより

雲
南
病
院
だ
よ
り

　

３
月
３
日
（
土
）、
新
本
館
棟

竣
工
記
念
式
典
を
挙
行
し
ま
し

た
。

　

竣
工
式
に
は
、
竹た

け

下し
た 

亘わ
た
る衆

議

院
議
員
を
は
じ
め
と
す
る
総
勢

１
８
０
人
の
方
に
ご
列
席
い
た
だ

き
、
盛
大
な
式
と
な
り
ま
し
た
。

　
ま
ず
式
典
に
先
立
ち
、
山
王
寺

和
野
神
楽
社
中
の
皆
さ
ん
に
神
楽

を
披
露
い
た
だ
き
ま
し
た
。
大
迫

力
か
つ
神
秘
的
な
演
技
に
、
会
場

は
圧
倒
さ
れ
ま
し
た
。

　
式
典
で
は
、
速は

や
水み

雄ゆ
う

一い
ち

雲
南
市

長
、
松ま

つ

井い 

譲ゆ
ず
る病

院
事
業
管
理
者
、

藤ふ
じ

原は
ら

信の
ぶ

宏ひ
ろ

雲
南
市
議
会
議
長
が
あ

い
さ
つ
を
述
べ
、
療
養
環
境
が

整
っ
た
新
本
館
棟
を
軸
に
、
雲
南

圏
域
の
医
療
の
充
実
に
向
け
、
全

力
で
取
り
組
む
覚
悟
を
示
し
ま
し

た
。

　
来
賓
の
皆
さ
ん
か
ら
祝
辞
を
い

た
だ
き
、
ふ
る
さ
と
へ
の
熱
い
思

い
と
エ
ー
ル
に
、
会
場
に
は
粛
々

と
し
な
が
ら
も
和
や
か
な
空
気
が

流
れ
ま
し
た
。

　
そ
の
後
、
今
回
の
建
設
事
業
に

携
わ
っ
て
い
た
だ
い
た
方
々
、
新

本
館
棟
竣
工
記
念
と
し
て
ご
寄
贈

い
た
だ
い
た
方
々
へ
感
謝
状
を
贈

呈
し
ま
し
た
。
最
後
に
大お

お

谷た
に 

順じ
ゅ
ん

院
長
が
謝
辞
と
し
て
皆
さ
ん
の
心

温
ま
る
祝
辞
に
感
謝
の
意
を
述
べ

ま
し
た
。
そ
の
後
、
院
長
を
含
む

総
勢
25
人
の
職
員
で
唱
歌
「
ふ
る

さ
と
」の
合
唱
を
披
露
し
ま
し
た
。

会
場
の
皆
さ
ん
も
一
緒
に
歌
っ
て

く
だ
さ
り
、
ふ
る
さ
と
を
思
う
一

体
感
の
あ
る
感
動
的
な
フ
ィ
ナ
ー

レ
と
な
り
ま
し
た
。

　

新
本
館
棟
は
３
月
22
日
（
木
）

に
開
院
し
、
雲
南
圏
域
の
中
核
病

院
、
地
域
を
支
え
る
た
め
の
災
害

拠
点
病
院
と
し
て
、
新
た
な
出
発

を
迎
え
ま
す
。
地
域
の
皆
さ
ん
が

安
心
し
て
診
療
を
受
け
て
い
た
だ

け
る
よ
う
、
引
き
続
き
努
力
し
て

ま
い
り
ま
す
。

　
当
院
は
開
院
70
周
年
を
機
に
新
本

館
棟
の
竣
工
式
を
迎
え
る
こ
と
が
で

き
、
そ
の
記
念
式
典
を
大
東
農
村
環

境
改
善
セ
ン
タ
ー
「
桂
荘
」
で
開
催

し
ま
し
た
。
式
典
に
は
、
病
院
を
支

え
て
い
た
だ
い
て
い
る
市
民
の
皆
さ

ん
、
病
院
職
員
Ｏ
Ｂ
な
ど
多
く
の
方

に
お
越
し
い
た
だ
き
ま
し
た
。
は
じ

め
に
、
70
周
年
を
記
念
し
て
作
成
さ

れ
た
記
録
映
像
を
上
映
し
、
会
場
の

皆
さ
ん
は
雲
南
共
存
病
院
時
代
か
ら

の
映
像
に
思
い
を
馳
せ
ま
し
た
。
式

の
終
盤
に
は
速
水
市
長
と
松
井
病
院

事
業
管
理
者
、大
谷
院
長
を
は
じ
め
、

職
員
が
檀
上
に
上
が
り「
ふ
る
さ
と
」

を
合
唱
し
ま
し
た
。
竣
工
式
と
同
様

に
感
動
的
な
時
間
と
と
も
に
終
了
し

ま
し
た
。

　
貧
困
な
農
村
で
何
と
か
医
療
を
受

け
ら
れ
る
よ
う
に
と
、「
共
存
」
を

合
言
葉
に
病
院
が
設
立
さ
れ
て
か
ら

70
年
。
今
回
の
竣
工
式
、
記
念
式
典

お
よ
び
翌
４
日
の
新
本
館
棟
一
般
見

学
会
（
来
場
者
数
２
２
０
０
人
）
で

も
地
元
住
民
の
皆
さ
ん
の
病
院
に
対

す
る
期
待
の
高
さ
を
知
る
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。
今
後
も
職
員
一
同
、
地

域
に
根
差
し
、
地
域
に
愛
さ
れ
る
病

院
と
な
る
よ
う
尽
力
し
て
ま
い
り
ま

す
。

大谷院長

退職者代表・筒
つつ

井
い

哲
てつ

雄
お

さん

ご寄贈いただいた
置時計の目録を贈
呈いただきました。

竹下衆議院議員松井病院事業管理者

がんばれ雲南病院市民の会
加藤会長 最後は加

か

藤
とう

一
いち

郎
ろう

会長の万歳三唱
で、大盛り上が
りの中閉会しま
した。

開
院
70
周
年
記
念
式
典

感謝状の贈呈

「ふるさと」の合唱

新本館棟一般見学会の様子

山王寺和野神楽社中の神楽

新
本
館
棟
竣
工
記
念
式
典
を

開
催
し
ま
し
た
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３
月
１
日
（
木
）、
第
71
回
開
院
記
念
式

典
を
開
催
し
ま
し
た
。
当
院
は
こ
の
開
院
記

念
式
典
に
合
わ
せ
、
毎
年
永
年
勤
続
者
表
彰

を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
71
回
目
と
な
る
今
年
は
、
勤
続
30
年
と
な

る
田た

中な
か

美み

能の

留る

リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
技
術

科
長
、
田た

部め
が

井い

恭き
ょ
う子こ

臨
床
検
査
技
師
、
山や

ま
根ね 

猛た
け
し調

理
師
の
３
人
が
表
彰
を
受
け
、
松
井
病

院
事
業
管
理
者
よ
り
表
彰
状
が
手
渡
さ
れ
ま

し
た
。

　
こ
れ
ま
で
永
年
に
わ
た
り
地
域
医
療
に
貢

献
し
て
き
た
３
人
に
続
き
、
職
員
一
同
、
よ

り
一
層
努
力
し
て
ま
い
り
ま
す
。

【
第
71
回
開
院
記
念
式
典
を
行
い
ま
し
た
】

　認定看護師とは、救急看護や訪問看護など特定の看護の分野において、熟練した

“看護技術”と“知識”をもっていると認められた看護師のことです。�

　昨年、当院では清
し
水
みず
晃
あき
子
こ
看護師と竹

たけ
田
だ
知
ち
華
か
看護師が新しく認定看護師となりまし

た。今回は、それぞれの専門分野の認定看護について紹介します。�

　半年間愛知県で研修し、昨年７月に摂食・嚥
えん
下
げ
障害看護認定看護師となりました。

　摂食嚥下障害とは、食事を口に運び、食事や唾
液を飲み込み、胃に入るまでの過程が障がいされ
ることを言います。この障がいは病気によるもの
だけではなく加齢による筋力低下でも起こり、十
分な栄養を口から摂れなかったり、飲み込みの障
がいにより誤嚥性肺炎や窒息を起こしたりしま
す。
　病院内では、どんな病気で入院される方で
あっても栄養摂取は治療の基本となります。
そのため摂食・嚥下障害看護認定看護師は、
安全に食べる方法や必要な栄養を摂る方法を
検討したり、食べるために口を綺麗にしたり
呼吸を整える支援を病院全体で行えるよう取
り組んでいます。そして「食」とは栄養摂取
の手段であると同時に、楽しみや人とのコ
ミュニケーション手段にもなり得ると考えて
います。口から食べることが難しくなった方
の中には、「好きな物を一口だけでも味わえ
ないか」、「口の中をさっぱりさせて欲しい」
と言われる患者さんもいらっしゃいます。食

事を食べられないから何もできないというこ
とはなく、患者さんやご家族の思いに寄り添
いながら看護を行っていきたいと思います。
　また、摂食嚥下障害は加齢によっても起こるこ
とから、地域で暮らしている方にとっても誤嚥や
窒息を予防するという視点は重要です。出前講座
を通して、地域の方にも摂食嚥下障害について
知っていただけるよう活動していきたいと思いま
す。

　半年間島根県立大学で研修し、昨年７月に緩和ケア認定看護師となりました。 

　緩和ケアとは、「生命を脅かす疾患による問題
に直面している患者さんとそのご家族に対して、
痛みやその他の身体的問題、心理社会的問題、ス
ピリチュアル（生きる意味、死への恐怖など）な
問題を早期に発見し、的確なアセスメント（問題
点、優先順位の判断）と対処（治療・処置）を行
うことによって、苦しみを予防し、柔らげること
で、クオリティー・オブ・ライフ（生活の質）を
改善するアプローチ（働きかけ）」と定義されて
います。
　緩和ケアの対象となる患者さん、ご家族を全人
的（総合的な観点）に捉え、抱えている問題に対
し多職種でのチームアプローチ（看護師やその他
の職種での働きかけ）を実践します。

　病名の告知から手術や抗がん剤による治療、終
末期、そして患者さんがお亡くなりになられた後
のご家族の喪失・悲嘆を含め、全ての時期に緩和
ケアを必要とします。最期のときまで患者さんの
生きる力を支え、大切な人の苦しみに寄り添うご
家族に寄り添える看護師をめざしています。病院
に限らず、在宅や地域の施設で緩和ケアを必要と
される方にとって身近な看護師でありたいと思い
ます。

清
し
水
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山
やま

根
ね

　猛
たけし

調理師
田
た

中
なか

 美
み

能
の

留
る

リハビリテーション技術科長
田
た

部
めが

井
い

 恭
きょう

子
こ

臨床検査技師

認定看護師の紹介

竹田認定看護師
を中心とした
チームミーティ
ング

清水認定看護師による出前講座の様子


